
Ⅰ　はじめに

Ⅱ　世界の食糧経済における米の特殊な位置
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（民引をとおしてその背後にある巨大な米穀経済

の実態に迫るというか法をとる。いわば， 海1f1iL 

l二宅r,,r見：liしてレる氷 U1(}) -・ fr1 l:子が治ゐりとし

し氷111の本体をさくるとLう方法に頼ることに

するひ 限界の米殺経済の'Jミ！混とi立接的しかも全[ttl

11とJに取り総むことは， 問題があ玄りに膨大すぎて
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世界の米穀経；＇1干しt't, hろ／ιモンて ン・アジア

を中心とする iのであるが， それがlf%tされたの

; tl~lill：紀の｛走、｜＼ とりわ；tl氏70if fU'J，後Clことで

あすてわ？と／うゐ J（）（）年そこそ二の/ff,J.: '._ Aミも fこない－

lp}fiii J）体：［，：J元日終i't'J：二完日比したびJi工， Ul：界恐慌の

洗礼i受；t／こnt,n1irn1年代のことであら n この 土ずM：初に、 1t1量市'i1＼／，としてのう｜去の特殊性と，

TI Jlt'N，＇＞丘町経昨における本の特殊

ti{立i円

戦11f1n体；l,i]iL日三，k大戦J)影響乞 t乏けと大きく fi:¥ その系としーと生ずる世界の食陪経済における米の

JJfし噌 JC(if I年代半lEに'1''I ご11FL " えを J、 特殊江位［「｛に白反しておく必要があるべ

たうえでようぺ＜再建主れたが、 二山1r,t伎の新作

f till；土そ.JL：王と きしそうになく？約 J()ifをへ／ご

食¥1』市1M，と Lての米の特殊性は，一r1にL、えit'

ilt !ri1.のl＼ミrn去の大部分が， モンスーン・ア斗ノア （｝）
EliifJ年代半it以二相！f守（＼，J!;X/ '(7）重）jさを顕-'fiにcii':L f氏fJilだ地域で， 伝統的農法iこ上 yて，主として民

つつあるの 1うi引いじである tその「i給食糧として乍庄一され， それの市場への供

十三協のは的と jーるところiし このようなtll:lf/-v1 給は， 向業生産の進んだ一部の地域を除、fてiJ, 

米殺経；tiの形成・発展・変貌の←ftゴセてをおお＇） 「余剰のfffj,',Ii fl二」の論理に従うことである。 この

かみにてケ Jチ 1るニヒであるリ Lたが， C, ;;y: ょう江特殊な性格から、 位界の食院経済における

刺な叙述ヤク11/1;tt!/lえるが、 将来に；i',J,';B 》てのず； 米の独特な位置を規定す一る二三／）の主要な命題を論

干のMS'l；ょ合意！：： ：.／てた主れる乙 t，なみに． [ ；μ己 理！＇（Jに引き出すことができら。

のブ。ロセスit.T)(f半こそl,[f＼；約に経過Lた1;', i女王［＇，ト二 百；！の命題it，米のTtif見とりわけLfl際市j易ヘ

ts・，，てiu年1J111Jf仁予定引を， しかi,加速戸主的；：繰返し の供給泣か午り大1[1｛，＼に変動する itii1t,1 カザ11~ ', どい

ながら今［！（←オi' ＇こいる：りて」ちる二 う二とでふるυ
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アジア詰［t.!i/) .・米iH＇「1;I:！~変到に nする択抗力iこ

三Lく、 Lたがっに 年々のfHえ［変♂lかノ人き＇・＇こ

どl士、 4 般に布Hi：；されてL、0とおり℃ふら。 rliT;

＼い，f!U{(;-l;t: r, I fl，禾＇JG＇））＇.百 111111fl二Jのd；凶iiに従J Yて，

：ド々 ＇:Q：日寸ふ二，ri＇とY{f立のなうs込白1',1・ j京1;1]'frffli

't:'.,UtJ ：二 J主！t~て L た あるか人、 二~ :. :t. {f々しん

t翌日｜変止IJ 上 I ）；，大 1[1t，＼にだFりする u~1 三 L，向、't':.'Ui人

し＇）主／しだ i山jι／）)J.Jili!Jfl工＼＇ iJ1j印［l~ ；；L'.;t吃1Ji}jvii恥をお(JIトナ

る〉市I~； r、川 f；＼＇，、.ft;f「

ほど大！1/11：ご t;.：：，か、 アJγ（.＇ノ米／＇iiてよji十；，：，jzrj i',/ ，｛じ

ねt一rn:::. ,r~ ,. 「::i,~!j,,, 1:¥'.i,1，／，：じJ,・ ) 2iin fllli t 

',・,J;t、約；二日l：一ても1丘、＇j；と己 o ttcl）人，

I Jilq :i'i I?を ：こう'cj己Ltこの士） c!) :j¥ ［下［陪di

l＇.，；；こ／臼［iiiるピ，，であるわ I Eli作l!f•]I,· I 同寸心 ！）• ，＼リて

；上、 1;,Jと川fiil.i：水h二i1J、んす小女： J) ｛也名くのjを

' L一ずァ r1 ♂ .i コ、l キ ザ1:nl げl1r:1I ＂／ 之、』J f’Ji, lう :') ij_fc ／，ノごいなL、

;( ,.・) J；』｛；，；ていこ,11.1.,:.;tくJJl),;!1『 : ／，、 1,ipl1加工二

J〕/Ll't1,,1んぺ＇＇：ぅ 1Alt ＇たことが／！＇，J!~U i；ふらり－t

ti. j ）ム， 1:rt(i止に i;・Jるn~） hi；山；：／ l’，： tl!IW.%ti>I 

；二J.i、、ご（L¥1, it JユJミ！ドご／：〈， f: 'W情il'il:1・＇.： どr J に

仁、 i除r'/l日j11'.c尚WJi：と＼） ;',' ＜、 PH五；ふ ・rn：二｛JJ;＼、
!. t:. i.• C‘ t 'J.f rn;;~ 11 ,, ,;r 11.1 ／〉イ川tb 米 l＇〕~（：／ l',

i1¥ it 年ヤ山＇／~1..z1変品工；）七， t、と年ヤ山rlilJ;il¥H 

r,1;ーの変引より十大：［11，，；：こ＇！，：Jlr「らこ弓に江之、.，

ご， 沖乙勺［JJii’＇.fillJ\~ (') （共的1/t，ア〉変f,!,＇，：より大 1μ1，・；，二

－）ふと；うえ「，；jLる'Lう つぶJfr)Jic をiU力ill

t;，；＇こ変動してし、ることである O これは次の二つの

ffj! 1 l1によるものと解釈される。すなわち，（1）水田

作物としての稲は畑作物としどの小麦よりも生態

学的に作柄の安定！査がi::iく， これが社会的理由に

irっく C/''il'E的〉登山変動のi隔をかなり相殺してい
ら三こちえられること，および，（2）小麦の国際・m湯へ
（／）供給量は内外のi行場－需給条件に敏感に反応し

ス変化するのに対して，次に述べるように，米の場

｛，（二 fJ このような｛~'i[i'iJ が微弱であること，であるG

米のf主将i＼商品としての特殊竹iから引き出しうる

お2の命題it, 米の生産および市場への供給が，

内外のTli助・需給条件の変化にあまり敏感に反応

しなL、ことでああっこれは主として， 伝統的な農

法、社会fit!JJも心的態度に支えられた白給生ffiーを

Iうとすること、 また商業生産が普及した地域にお

いとす〉， 日本およびその！日航it地主：除ャては，こ

わんの伝統的安泰が強回に支配していて生産性の

1,,j上はほとんどみられな 1いことに山来する。アジ

Tcハ｛J＼開発地域における米作fし これまで畏家人

r i山上＇／＇J)JII, 非民業人口の土台力11，あるU、は輸出前要

u > J1/)1Jllに見i',・ ＇亡長期的には伸びてきたが，短期

的には市場－市給条件の変化に対する適応力に之

しかった。 ！J?.j)'/.cの増加も、日本およびそのl[l植民

地を除いてはほとんど外延的拡大によってもたら

されたものであ）' t..こc

来の生産はこのように外部条件の変化に対する

合こどんミときらハーと)L. i士、 本n1111/ I ¥ ,;/1; r' i，ノふごくj'.i rz，ι性に乏しくラとりわけ短期的にはそうであり，
午］：ご一？ペア ，｝ ) -f刊に｛／，，＼., C ＇，、て，年々の t!l:L~i変 極端に表現すれば外部条｛牛とは無関係に［それ白

引か ~f'.d ど， M[rnJ/J ：強かったことである。 f十三のiぬTll!Jに従，＇－ c,Ji]Jく傾向が強いので， これま

どこんて、 米山 l1:\V~'lj\f;g .. , Cワ供給~＇.） IY! してラ てt ヰJ ；土、 f;l: ［ ~j変ヂ01 に :l,V ＞く短期的な食糧過不足，

_, j卜の（f二勺び）主；酌士」、i[!1，＇；；ニす一え1諸Tこイ＇！：t二V

，こ：士〆） ＇ご I，、 ζ）/J孟ラ 二三～亡、lf:11 : ；なi）才I;Jな（，！；， ！てきfこが， ［吐w的fよ食iii＇（不足トニ急速に対応しえ
、二＇： :1, ;: hi~ 1，う，/,, A , 1・, ・,J'川町r¥il，＇.，；、（＇）（［＇々 ょこごと；ょなく， ti二1931)年代の大不況期を除けば，

ゾ）供給与iにliLて、 木工りも，j、主n；エろが上り大 '11｛’；：；＼i'lりな過剰＇tc産の[il(t当を構成したこともなし、。

3 



Ⅲ　戦前の米穀経済
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周知lのように，戦中、戦後，とりわけ戦後の世界

的な食i量不足時代に， 米；土食糧需要に十分にr,t~ え

ることはできなか.－， T'こっ主た， 195:l年以降の｜吐界

的な食糧過剰を招来したのは主として先~諸同産

の卜支であったのさらに，目的年代にはU、ってか

らの世界的な食｜品不足をJ古来した有｝Jti-原因の宇A

つは， 中国‘ fンドなど一部の米作諸国の不作で

あったが， 二のftt量不足を満たしたのはもっぱら

先；生諸日産の小乏であったの

さて『 食糧商i'rl1としての米の特殊性にrH来すと〉

上，；cの二つの命題から， われわれは限界の食店l経
済に占める米の位置を次のように1長：定することが

できる。すなわh，米は，市湯供給足とりわけ戸：i

際1行JJ，｝への供給尾；士年守かなり大幅に変動させな

がらも， 大観すれば，変転のはげL¥ 'liそ伴内食院

経 1斉の中にあ＇）て， 相対的に安定的な特殊需給国

を形式してL、る。過去におし、てそうであ 2たが，

現在におL、ても主たそうである。

ここで注目すべき（土、世界の米需給のこのよう

な相対的安定住i土， 戦前には特殊な食糧として他

の:ttf!'i〔との代枠・競｛ti町系から遮断され， 1日ムW－σJ

食糧経済のなかて，-j)li立する形で達成、主れたの；こ対

して， 戦後；土小麦その｛也の食揖との代替・競合関

係が急速に進行しているなかで達成されてし、るこ

と噌 した；！；工，，-c 

」、とf号えら:reることである。戦後，米とi也の食揖
との代梓・競合関係が進行したのは， のt)iこ述べ

るように，（1 Iア〆アの米需給聞に小麦が｝干しく進

出したため，また（21:ctfこアジアおよび近東の｛也の食

渇の需給聞に米が進出しはじめたため， であるO

AHをに、 世界の米；右中；？の相対的安定性、必虫干七

に関連して， 日本の米詰i給（T）場台この／Lrlr,・,1がし、マJ

そう強し、ことにi¥＂及しておかなければならな，，、。

しかLながん， 日本の場合のこの安定性，孤立性

4 

は｛氏開発地域の場合のように，生産・商品化土の

特殊事情に基づ〈というよりは、 むしろジャポ二

カ・タイプの米に対する強烈な愛者とし、う需要L

の特殊事情に某づくものである。

en 1) アジ 7；＇＂）米 i'Fn丹Plにわける米仰向1マ：｛上本は
19:'i() f. ／＼：オてで「ンド， イン i女ン）＇＇ ＼百十：斗， ハそスタ

・.7 i ＂ゼ 4ごLe、で4分ulヴ、ら九分（I)1, l’，， 

• ' ｛、／；"l，タイで、i",fl'/'li，斗.1ドン t;:. ,y: Ii本にわL、

,r ), ，＇！’二 LJ.I とあ、た（FAO, The State of Food 

日nd Agrirulture, 19GG, p. 17丘町（ ffギト U F J¥O, 

RC'j>ort of the Technirnlλlecting on 1,far長etinr;in 

thC' /1sia and Far East Regimム Rome,19S9, pp_ 

12～1:1.)o rt，・＇にJir"｛吋アよれfl吐れわ （，jコ！十 1 、
が， i''fj／｛＇.’i.ri（＇の支百 1＇内ノι’i、），，＇，・，士号｛，：てはめ七九ノ，，＿ f，可，＇，，＇，

jJ：不i.llt ＜＇.，か；ヂ n'S1,、：土す宝であぞ。

(i 12〕 FAOハゲt半Hご上ろと， 19日4～G2'I今、l'・.i1）ご

！！りf,1> t':'L<'i＇にfi'c!lf/i米限切ず 11-1¥53207；ト＞， ·~?Jil\.l,', 

l治 S:l万トノて’i陀五Lハ4.仰いす l.lJ，、門戸てt、ア；力 2 ナf0 

:. j] ,.・ <t ！て，J、変<J;J持「i＇てlJ: [,,J L'. llr ltJi ，，，生庶民：t2 (('., 

M;oo 1j J，附i''.l,'.・1土：172077トン（小麦検.；1,J、変容｝ペJ

;'1::t,'lて’j;lj° [.1 C〕l,1%にH:"i ＇・た（ド AO,H'orld 
Cro/• Statisti,・s, 1961, , I'rod11rtion y,,,,,.!,oolz, 

Trade Y,・,irbook 1', fド販，4、：史的ilJ-1言u, , lVorl《f

c;,-,1in Trade Statistics, 196-1/65 and 1966/67 i ・ J 

ら〕，なじ，戦前；？？、lT ろ来 c•,11 ，序 ht ：·兵11 乙 f{ /.J; :.:-r, 
日：4-::., !, ' ': ，：・：j< 9.8%で，同じ ll'rJIIJ CJ 小麦・＇＇ Ji：守、

JO.:i'!{,' 11 .1-1, v子ピーがなか 〉た。 Lカ！ノえが・＇－， 二／）

[!'i Jl!j}) ,J、1-"'ff B1；止！立ヨ一 p .,, Jミの内給ir-'.dl＼のt・ Y) )j減

｛／ 

のげ， た 1924～ 28ザの•］、乏の輸出比率じ20.2% で Iちヲ

ハ（FAO,The Economic Relationshij>s bet«•e<'n 

(;rains and Rirc, 19G5にたtt〕f：統.;i I：η1草11',)u

III 戦前の米穀経済

戦前における世界の米穀経済は，~－ r1 にヤえば，

インドシナ半島の英領ビソレマ， 仏領インド、ンナ，

ゲイ，および日本の植民地であった朝鮮， 台湾の

5大輸出［1-1（便宜上いずれも[t,:lとして数える）を頂点

として構成された米の需給・流通体制であった。

この体制はインドシナ半島と！日日本帝国という需
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給の要となる二つの目見を持っており， ぷ終的iこ完

成したのは 1930年代であったが，インドシナ半島

を中心とする圏と， 日本を中心とする閣とでは形

成・発肢の年代が若子ずれてし、た。

インド J十半島が，輸出l1ijけ米作i也と Lて開発

されたのは 19世紀半ば以降，とりわけスエズ運河

が開通（1869年〉した 1870年代以後の三とである

（註1）。 主ず l二、ノレマが先発し，インドン＋がこれに

続き，タイが最も遅れてあとを追った。 iほ初の聞

はおもな輸出先はヨーロッパであったが， その後

まずセイド L，ジャワ， マラヤなど7ιサンテーシ

ョンと拡lI i主中心に輸出経済を発達させた国々が

輸出先に加わり，さらにインド，中国，日本など

人口の多u、大国が重要市場として登場し，世紀の

交替期生出iこして輸出市場の主力は， :_j」ロッパ

からアシγiこ大きく転換1るようになる。こうし

て，東南アジアを中心とする戦前の閣際的な需給・

流通体制が一応完成したのは 1920年代の三とであ

った。し，J.L，その直，；之に大f三況に遭遇しに大きな

編成替えを余儀なくされ， この大不況を克服する

過程を通じて，戦前の体制が最終的に完成された

のである。 この編成1,cfえの過程で特iニ沈はされる

のは， :1)r3本帝国が a つの新たな需給・流通圏を

形成して分離したこと，（2）中国が最初は銀価低落

という経済的理由から， のちには日中戦争のため

に脱落したこと，および，（3）このような益要市場

の分離・脱岐によって生じた穴を埋めるために，

宗主国を中心とするヨーロッパの輸出市場として

のウエイトぷ再び高まったとと，である川 2）。

戦前に世界の米輸出国（地域）としてそれぞれ第

4位および第5位を占めていた，朝鮮および台

湾を含む旧日本帝国の米需給・流通閣の成立は，

インドシナ半島を中心とする需給・流通臨の成立

よりもかなり遅れた。 H本の台湾米輸入が始まっ

たのは明治32年（1899年），朝鮮米のそれが始まっ

たのはそれより早く明治20年代（1890年前後〉にさ

かのぼるが， それらの輸入が顕著に増加して日本

市助から外米（東南アジア米）を駆逐しはじめたの

は，第 1表の示すとおり大正中期 (1910年代末）か

らである（注3）。明治年聞に輸入米の大部分を占め

ていた外米はこの時期に半ば以下になっていた。

そしてその後急速に減少して1930年代にはほとん

ど姿を消すιとになる。 日本政府に米の帝国内自

給自足政策に踏み切る契機を提供したのは大正7

4ド（1918年）の米騒動であり，これを具体化した政

策が大正9年（19W年）以降朝鮮，台湾両植民地を

通じて実施された「産米増殖計画」であった。こ

のJ帝国内自給自足政策は，昭和初年の 1930年代ま

でにみごと；こld擦を達成したばかりか，勢い余－：，

て内地米作を圧迫するようになり，昭和9年（1934

第1表 日本：米輸入の構成（1903～37年） （%） 

時 期｜九米苧的fI t?iis-)j(: 

明治3'- 4l同司～0担~l
87.2 12.8 

41～大 l1908～ 61.6 5.7 :12.7 
大正 2～ 6 1913～ 40.9 34.7 24.5 
7～ 11 1918～ 45.0 39.8 15.2 
12～昭 21923～ 31.6 47.8 20.6 

開和 3～ 7 1928～ 11自 62.6 25.7 
8～ 12 19:-i:-i- 2.8 61.9 :-l忌7

(/Jj所〉食悩Ji‘『食糧管理史』（第1次）， IV需給:fu1・
総論， 127ページ（原資料は農林省『米統計表』，
昭和13年版）。
〈法〉併合前の朝鮮米の輸入は外米の中に合算され
ていると｝，＼！，われる。

年） Iこ至ると，産米増殖政策から産米抑制政策に

転換せざるをたなくなる。

とのような経過で，インドシナ半島および旧民

本常国というこつの践を持つ戦前の世界の米慌

給・流通体制は， 1930年代に最終的に完成したわ

けであるが，これは観念的にはともかく，実態に

おL、てはまとまった一つの世界市場を構成してい

たわけではなャ。第1に，インドシナ半島を中心と

ラ
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パミースタン以東のほぼモンスーン・アンア

, ~ lll'1H→る地域は il上界総生産量の ＇：）fl＇，＼！， をtiめてい

たがラゴのうわ特に大きな産地i土中国とインド（J}l

、／ ' / t ラ

在♂）ノ； ＼スヲンを~；，－む〉で，自trif（土世界絵、生産量のち

仁うど 35:rの lにあたる：；：切ら， j没者；;ti心じく L9'X,

合，liめてL、たe 続，，＇て日本が 7.fi%を占めてし、た。

fンら大名；；i'll同の生産にiiめる内工イト，-t低い。

(! I:¥ Tilr) E1:34～2→年、上 l・AO, lう山f的 tiun i・e,Ir 
bοok, J.9:i6. 1958～Ii（）子F-は Fi¥i>, W，ノriJ( 'ruj>s 
Statistics, 1966. El吋l勺ム以後：上 l・A（）司 ）＇earbuoz・,

1966；二よるc
〔注）戦IJ可ーに／ 1：，パキスゲンは19'.l(i～38j乍 17

iり。朝鮮は1930, 19'.Hおよび19:lfi午のア均。
戦後一朝鮮は時［J,jのみ J 中国iよ196り可二日；＇(cく4

カ年平均。
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li s 十半出品 I｝~のひ ［三，，；1'Yl，二:!l（こ iヘ11 

問をり｜｜えても 15%強にすぎなかーたれ

アジ7 （よれ耳0；土l吐界怜/115＼；二おしいご｛士リ：l%をl片

i/）‘ ムドーi主fitにおける前記の比率 l)fi＇；ら上りはやペ〉｛氏

ノト〉たが、二： Itてi,i王倒的t仁iCS比，fてを；）f＇ていたけ

t!-／；，て；＿ :¥1111 )j卜〆 tiの／L iしごL、f二！：＇ •l, Jと‘ L‘

寸－.1'.. t no 1Jトン以上士揃/JIしてい；；~＿ lj イと fン

｜ン十の比ドヵィ：日く， :i u,J(t-;fiで山川， 二JLに草月

介河合／Jilえた fiA：輸出［五で＇工 7，ドルとL、う尚ト

上ヒ判二庄し い、たc

ぅ1ミ n~i(;~人 i,:1 lと：＿ :: i士、三（）（）万｜ンJ'JI.ーを ~~i人して

＼／ニイ L ド（羽在ゾ）ノ川ス守ンを~む〉ど， 180 万ト

与 j_l工くを輸入してL、／こい本ん A特ににき泊eったか，

11 イ，：山中市人；ti tと／しど七；Ii（主主i；先魚、人 台湾カミらの輸

入でかす】た このゴ大治人目に続＜ ,f, （＇）；上， 70万ト

ザ｛i'L')・，＇ラヤ・シより、， t,-・c司 1t1j l! （こ（／）［＇Qの始入

品：m(i,ktfニ（／，はl山ii今.）＇）、1女），ふt(Jjト：.， f，しり！？イ口ンラ
斤准 Cl1IJiJそ，＇Jf也ノイ11ti,F1i,)/I＇，会；＇；； ts＇） 江どであ－，f二。

l世界：n 米半＇.~ff 消；－j',I －て｛j_ ' は大不J兄郷小

目ly({J1没illを＼jljとすればJf；•；＼＇，ニ！問調；これドじてき f二

,:' jで， ・，，！，：，豆＇＼ ； ~ti泊山出とりは工、jl｛ご，1，出i, iよL_/;t, 

tli:'N,11どこと， と、＇）よ ＂！ ！；形で：米n刀、発民しt位
'/f'c'l市l会Jを；／ljたし Jこか、 とし、うこし (}'; ほうがlt\W~

1ーして l主要である。

米f1Fr11，；と展した；＼；丹ri土、モンス－＞・：FJ、アのな
かでも 11本山J也をilfj --:,!71］；トとして，米1／）輸出詰

[14（二；トさられた。 そしてそ JJ1, -:) /, L 41が後］ittYJな

ii!Hti也1't'.Jなぜ、 L半lfl¥'.:J出的環境［ご；二あるW！々で，

二れが rト去のよりな｛也九主要食糧の；；＇.，＼ (1とは泣 d ’

たf利下特有ノ）先展，；・ケーンな初来し／三、 ili要要問

J〕一つで，:i:i;, f二三と；上 c,J_,c'）がせなし れ L力、しなたー

ら｜司じく槌JO也的環Ktfにあ r 』た半島 11:l~t;I誌のな治る

でも‘インドン十苧おのj主H，と朝鮮、かi：市JCIJ:t;H；－と

では米（1日〉白黙（l'J.担ニミr'tCJ環lt'ZIJ.I午、fよりよ主うのでラ

モJLに応じ発展のパケーンもまた違ってし、た。こ

の点に習志：しながら，両地域における戦前の米作

発展のパ 7ーンを簡単にふりかえってみる。

三業発展♂）ノ：ターンを議7}1Jするための着眼点

とLては，（1 I特定の発展ケースのあり方が11律的

てあるか他律的であるか，（おそれ(I)rd指す方向が

外是正的｛じxtensive）であるか内延的（ir山 nsi，’e）であ

るか，（3）それの性格が I回限りのものであるか持

続的なれのであるか， の三つが特に重要であると

i;える勺 この三つのメルクマー；I.,から19世紀後半

以降のインドシナ半島の米作発肢のケースをとら

えてみると，それはまさに典型的に他律的で、あり，

外経的方向をH指し， l [l_l]限りの性絡のものであ

ったとし‘える。インドι十半島における米件発j廷

の rパターンに／：：，~、ては筆者の二つの！日稿、 ii 4 1のな

かでやや；；手しくふオもているが， ll:l毛主ではノ；ターン

を：規定1る諸要因に関する考察が不十分だったの

乙このlょを修正しながら要点を記述しておこう。

主ず， fンドシ7半島における米作発展の第 1

/fl= fl，｝）特徴は， それが他律的であ，）たことである

が、これは 11i発展のそもそものエネFレギーなし、し

起がj力が1''.1郊に発注ず， 海外の旺盛な需要ーに由来

する外来のものであったこと，（2）発展の担1!者ーが

,l －口、ソノ本国系および第3国系の主体であった

こと、および13）発展担当者が発展のために使用し

た手段も労働と土地と若干の農民資本を除し、ては

すべて外来のもであったことによ•）て示される。

こ｝）地域にむける米ffo，発展を促した要因は米
に対するヨーロッパおよびアジアの需要の増加で

あるの アジアにおける米需要の増加も西欧諸凶の

「ンア八の政治的・経済的進出によって惹起され

たものであるから， 米作発！長へのインパクトを与

えた遠回は西欧資本主義経法の発展にあったとヤ

えらが， われわれはとこでもっと共体的に，発展

ウ
I 
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のエネノレギーは西欧およびアジアの米需要をイン

ドシナ半島に伝達した植民地統治および植民地貿

易t二関係した諸機構に発した， と表現しておきた

い。ただし，インドシナ半島の場合には，朝鮮，

台湾の場合とは違って，植民地政府〈タイでは半建

立の王朝政府）の米作への介入の程度が低かったの

で，発展のエネルギ一位米貿易iこ関係した商業機

構からより多く発したといってよい。

米作の発展に関係した主体としては，（1）植民地

および王朝政府，（2）本昌および第3国系の貿易問

および集荷商，（3）本国系および第3間系の地主お

よび金融業者，そして最後に，（4）現地農民を挙げ

るこLとができる。 これらのうち現地農民は米｛干の

物理的な担当者ではあっても，発膿の担当者とな

ることはほとんどなかった。また植民地政府や王

朝政府は土地制度の整備，農業移民や農業労働者

の誘致、水利事業，輸送網の整備などの分野で‘

応貢献したが， その貢献はそれほど大きく評価で

きない。したがって， おもな担当者は本国系およ

び第3国系の貿易商，集荷i蔀，地主，金融業者と

いうことになる。貿易商のなかでは初期には本悶

その他ヨーロッパ系の商tLが有力であったが， の

ちにはアジアの第3国系が大きく進出した。集荷

商t土ほとんどすぺて第3国系であった3 地主およ

び金融業者もインドシナのフランス人池主， タイ

における貴族地主を除いては第3国系であった。

要するに発展の組当者もほとんどすーベて外来のも

のだったのである。

これらの担当者が発展のために使用した手段

は，生産から輸出に至るまでの産業組織の確立と，

これに必要な若干の追加資本であった。産業組織

は頂点こそ近代的であったが，底辺はi主なはだ非

近代的であった。朝鮮， 台湾の場合と違って米作

技術の近代化は意図されなかったので，生産段階

8 

への資本投下は少なくてすみ，所要資本は農民の

白日資本か第3国系の地主や金融業者の提供する

資本によってまかなわれた。こうして，発展のた

めの手段も農民のわずかの自己資本と，強いて数

えれば伝統的生産技術を除いて，すべて外来のも

のであった。

インドシナ半島における米作発展の第2番目の

特徴は， それが終始外延的発展の方向を目指した

ことであるが， これはアジアのなかでも特殊なこ

の地域の自然的・社会的環境に由来する。この地域

は典型的な熱帯モンスーン地帯に属し，大判の下

流域には，天水とill濫水に頼って稲作の可能な広

大な平泌が広がっている。しかも，英仏がこの地域

の支配に乗り出すまで，インドの辺境，中閣の辺境

として開発がおくれ，人口密度はアジアのなかで

最も低く，広大な稲作適地が米開発のまま放置さ

れていたのである。 この稲作適地に国内の既開発

地域の農民を入植させ， あるU、は国外から農業労

働者を誘致し，伝統的農法によって稲作を行なわ

せ，そして生産された米を流通機構に乗せること，

簡単にいえばこれが米作開発のすべてであった。

こうして， 米｛乍は動員しうる労働力をほとんど唯

一の制約要因として横に横にと広がっていった。

インドシナ半島における米作発展の第3番目の

特徴は，それが理論上1回限りのもの，持続性を

持たないものだったことであるが， これは上記の

外延的発展のコロラリーであるといえる。 という

のは，生産性の向上を伴わない作付面積の拡大に

のみ頼った発展の場合には，（1）外部からの需要が

消失する場合はもちろん，（2）外部がらの需要が顕

調に伸びるとしても耕作適地が枯渇する場合に

は，発展を停止せざるをえないし，さらに，（3）国

外により有力な競争生産国が登場するか，国の内

外により右～力な競争作物が出現する場合にも発展
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にイレー干 j，士、治、らからである。

If,ミが生産性、I)[i1J I・会を｛lう場合には、

これに対して発

j)f作j童Jむの七lj

;b'i ：土 l[V.故山 l'~＇）JII ；二よ 、てMlうことがごさるし‘ E立

争生産［司や立：；争作物に年rLCi.t ・_, :1；ト，；I iゴ（ずに土
一て｛，f抗することカa ごきるω 〆：hif沖、［）て、／（よく，

二山ような十三十各的苑泌を：実現し口、iS－~易（？に it, 

特定作物；二／吋jと：，]i,i裂か， かりには＇j：たすふとして

L‘ ｛也川有コ＇UrH物に転換する能力5ごす亡に；f--'

ているであろうと恕j＊：される山亡あら？

朝鮮， 台湾における米{YCJ発JR；土インドシ十〉！主

!i& (I J場（？と ii可i；長l二！也Wt'rJなも山ぐあ＇ ！こん＼ ィージ）

r1~ ね；主力ミな i) i主ってL、たc 発以万1,',Jとしては」ilii

では外延的予告）Jilをみせたが， 件j'41':ZJ発足をか主力［（1]

であったυ その結果、 発展の持続性；よ ｛> ／シナ

半品，／）土t,l・frよ：.1 L強く， これかijl_¥:fを，，fu与tミ；iで♂ノ
I' 

《｝take－υ｛（とな.＇てJiを結ぶことにfよる

朝鮮， 台湾びJJ:斗（；－にも発11,¥:' ＞起：f,IJ二IJi土i!;f(,fs:ITJ 

に出来する外来ぴ） ！， しりであ〆 yt;こり ？を i長1W'd干に［~J

しては， ' ）ν＇）点でインド／ノート＇ I土品ぴ』JJ,;frと大き

くj主.＿.， ・c ,, .たことがitliされるわ おi；土，明鮮，

台湾同総督府山果たした役＇ .lfiJ志aJI；二常に大きく句 ・c 

の反面i荷主的1憶のf＇，）：日i士十u対的に ＇，75が薄，かったこ

とである。第2は， f.' ；古びバJJ 合に it ，~%fl'.;vJ 発)j是／＼

（／〕参加l己石両 ,;ir であっ f二二と，；；~｝ :-i；土， FiiJl鮮の湯｛tに

は本国系地主しつ発）.［主活動が日ど ＇） ！こことであるわ

発恨のために使用し／こ子段に問LてL.t, 二二て〉ぴ）

点にインドシナキー品との大さな十Iii主が発見され

る。 買う 1；土、 国家資本，1〕来たした役；刊か非常に大

き均、っfこことである。 [fJ家資本山大部分以水利手

業か土地改良事業のような生産広盤ジ）整備にいHt

ら｝1.,tこC 出どは，優良品種の導入、 i活発ラ普及を

中心とする近代的農業技術の導入7）； 発展，＇）挺子と

して重悦三れたことである。

つぎに，朝鮮， 台湾における米作の発展はイン

ドシナ士j'cf.＆の1易｛？と違って内延的発展をおもな方

[i',J左して指1(8したことが大きな特徴である。 これ

HJ：をしご人口と七地との関係から耕作適地に余

甘いitr /J‘ったこ正に由来一Jる。 とりわけ小さな品

産米W:1Ji,tt1出iの発IF、ii二十ぎなし、f;i常i}）防庁には，

!LJ るド＇－ fill に適地口Ml~ ｛ l'.:rよ l王とんど終わりかけ

てL、／こ〈、 したカh J 》て， j'部分ft'Jfこt:tr,fJITIおよ乙i:J:i日か

f,11<.l.l:l へ，I；転機（役者lよ農業全体かじみれば了u2uJi_fミ

/f:'J:'r'.J.flJHJ -i'芯除する）カ二ifな）， ）れfこが， おもふ努力

l上水fo'iゴ期ffl-' 11今；攻など l;;t桃fr岡山・n；約的一利用ラ
iドf,'.,:jJjj f!i'"i fこり収！孟ヅ）別加に 1!8iT.Sるをえ，＇d：かJ I 

朝鮮のJ{}｛；－；こは台湾よりは未利用山WI作適地

けれ二二「J:i11f/fJ[包）にE’Eれ， ぶ！日に伝換11J能な先！！

j也i,5£,か.' tこし／〉でう 水伯作付盈1f.i't en拡大も大き Jう・

たか， 予告！長山主）JI匂はやはり， EE耕日出（こJ；け

ゐf1二mび）安定と単位i面積当たりilil止の哨）JIIトこ1i',J()
I 6, 

0 (' ;j Iてきた

ヰvlff.1¥:, ・t .iえにおける米日発)Iii!）主了｝jp',j治るこ山よ

う（－ご 11'1 ＇近（1~ でありえたのは，
J ／，ザ p

'h ＇＇ノ） ／レ’， タトt:I；かん

lj会えられたにせよそとに民業技術の進歩があ〉た

己、「〉で1円と：〉。 この技術進歩が定着すれば， 発展は

1 1111限りのliのではなく， 持続性を持つことにな
、7
<:, 0 こしIJ;iif:1.4ミで， 戦前の朝鮮， 台湾l土持続的発民

J、の可能性を包蔵して＇•＇たとみてよし、。

( ii J ) ；ノ、ェァ＿j',j{f:ij，りl)ljュi立が点frjljプしり来的ii¥l. 

たが pて米i'i,,, f/')if:に大きく比一献 l1こという、けがこれ

1亡；， τ必，Jiじごあ J たが，／［：；：lLこの必に対9る反，；fiii虫、歴

史 4ぶ山間 t,,,・, LL，ごいむこと治・ n I iさjlら。 Cheng
Siok h叫・a，〆；f’i

19-/0 (Univen号ityof瓦1alayaPress, Singapore, 1968), 

pp.8～15, j，上び Forewardlヴ JohnF. Cady, p. iii, 

4毛ご,i/l.・＇れたし、。

〔J.2) ;;yーしくし1jl!J杭［点IYJアンアの米総経1斉一一一

y;, ii¥ t, iri iり光IJ（.，変紘一一一 I:t：よひ11J cw xγア経
川』， 7.1110,;, 1966tf，同8｛主 1号， 1967耳、ili,!;¥:), 

9 



Ⅳ　戦後の米穀経済
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同「 fント Jナ半日i：：：おける商I{(i拘喪主ワ発'I'' F’ 

ジアの人1lJi);少地以における経済発 /j!';J〕ノζ ター／」

（『マ J ア研日』， 1,1住4~；ノ、 19以ノI ffr政），を t::Jさ，；，

fこL、。

en 3) 食糧庁「食糧，，r理史J（おいた〕，VI',1ほi1Rili'
総論（1956年）司 124～129へージっ大蔵ザ『ii4どへの潟

外れ，］hに巳~I ，，ろ/lf.,1, 11'0調f「J), {-;,1必需~，山 1 l,tffll (1947 

4ド）、'.19べ－ ~' 0 ,J ',' ljj九（11：『相｝υ4：列車l：：れでit''＇！：』， ）（

淫篇（1960,4:'.), 382へーシ。

(T4〕 j；；縞 l/i「伺ア’ Fのイ， i＆経f': I J J iび「：

ントシナ半gにわけ。商業Iドj農業J)ftlJ'i」

〔I5) f，腎に l, jるii,,I前・吟査の山荘発：，i＇｝パ勺

】ンについて1.1拙杭「台湾におけi'.>K!¥ 1iと粁併のleIX」

（『＂）足総；＇， ;,;f究ι］， 23：き＇.＇ ,}, l91i9if' ,j '] /Jf I，ヘ）を三

！炉、されたし、。

(, 1 G) 'I鮮：：： ', fるf、乍l羽fti’〉過日二わ、 ：， 

地改良や水平IJ1ド業（こzl ,・, I，土内紅i'r(J発岐に；，外延Orむft

w1・ 1，貢献 る〉恥：Jlた『；ごは： ：正ば J [,-f;, ＇＇こが，

l''/1産効;,llρ／人では改良，＼，＇， fi者の，1ま及τ 肥料Ji'/J，士、 jおJ吉i)、
(7); ', ，：.，なと ほう九上リ向 L一色、 fこみ J1h荷主ィ！日、 U

（夜畑精..J.;,川 ‘ l司「中＇） ti＇干米京＼ f'手法設 1 I 1ドマ：if,i'1,

興公了米荒与t,i斉J:;,r l1:Cu』， 1939{1-）。

町戦後の米穀経済

5大輸出国を頂点として構成きれザ！いた、戦前

の世界の米の需給・流通体制は，第2次大戦中お

上び戦争直iをのff}J期に.:t3、てー 主産地のγ ゾアん t

世界の2大主戦場のーっとな、た長i；手もふ.）て，

完膚なきまでに破壊されて崩壊した。そして，そ

jもが上うやく新しず、形仁構成替えのうえで内建さ

れたの注目印年代半ばのことである。この悶世界

の米穀経済が経験したまさに劇的な大変動にっし、

ては他の文献に譲·） てここでは省略 •J0C い。

19fi0年代半ば仁川建されたtit界山米のすJ治・流

通体制はその後約10年間（昭和30年代〕比較的安定

的に推移・拡大し た。 ミの時期は世界の食糧経済

においては， 1960年にピークに達した膨大な穀物

在庫を抱えた未曽有の過剰時代に相当した。 この

IO 

ような木一曽有の食揖過乗l]J）なかにあって米れ経済

は相対的に安定した需給・流通圏を維持してきた

が， その内部には次代の再々編成につらなるいく

つかわ＇，要素が illi芽的に形成されつつあった。この

i時期の米穀経済の特色を，戦前のそれと対比させ

ながらとらえると，ほぽ次のようになる。

(1) 再編成された米の需給・流通闘

戦fな，；，米山需給・流通閣の再編成を促した最大

の要閃は， いくつかの旧需給・流通閣の崩壊であ

った。み iに， If：！日本帝国閣の崩壊があげられる。

iり30斗4代以来， 11とんど完全に東南アジア米を L↓J

心とする国際市場から離脱して孤立していた日本

は，第2次大戦の結果朝鮮， 台湾の両植民地を失

寸たはがりでなく， これら！日植民地！＇.I体が米の輸

出力をほとんど喪失してしまぺたので，ふたたび

大輪入国として国際市場に復帰した。第2に，ピ

cマをljl心とする英連邦凶i；およびインドシナをLjI 

心とす・るフランスほ！の了三つの特恵嵐山崩壊があtf 

られる。再編成を促したもう一つの要因は国際市

助へ、nrp j若山復帰てあるG この院は I930年代末に

II本左相前後してiI~ 際市場から姿を消してヤた

が，今度は輸入国としてではなく，重要輸出国と

してl'J車場したのとある。

l上lI 1本骨子凶圏の崩壊と日本山復帰， 二つの特恵

闘の崩壊，加えて中国の再登場の結果，国際米穀

市場はふたたび日＇.： O年代までみられたような，ほ

ff'単プコ市場に統合されることになった。ただし，

統合されたのは国際市場であって，国際市場と国

i人］市場との関係t土谷国を通じて強く遮断されてい

る。 これは戦前にみられなか，，た現象であ J 》て，

この点からいえば，世界の米の需給・流通におけ

る統合関係はむしろ弱まっている。

(2) アジアにおける米輸出力の減少と生産に対

する輸出の割合の低下



1969110013.TIF

戦前から戦後への世界の米需給の大変動を端的

に示す現象；.t, アジアが全体として米生；亨尽を増

加させなか.－，，輸出量を許しく減少させたことで

ある。とりわけこれは， 中国を除いたアジア地域

が， かつての米の純輸出地域から純輸入地域に転

換してしま！えことに象徴11~ ：こ示されて： ι。ま

た，世界 lゾJ'-L産の圧倒的部分を占めるrJ アにお

いて，生産量に対する輸出量の割合が大きく低下

した結果司 l）＼~jJ布から国際問品としての性絡が比較

的希薄rあ〉え米は， l 1-tすこのようふ性格を

希薄化することになった。このようなアジアの米

輸出の減少をもたらしたおもな原因は，（1）アジア

の米輸出諸凶における輸出力ノ）減退， (2）モの結果

としてのiLI際米価の上げ‘ 特に小麦にけ！ふ相対

価格の上昇，（3）アジアの米輸入諸国における国内

自給度の向上，（4）同じく外貨不足，および（5）先進

諸国特仁アメ，；；力の食組長助，である。

戦前の ;i｝~嫡出国のうム I ();',0年~に健在ぶった

のはタイのみである。 ビルrマは戦前に比し輸出量

を半減して：、之し， イ； ドシナは大輔11L¥Iヰどして

の面影を t-cl二失ってL、た。朝鮮，台湾またしか

りであった。 このように，かつてのアジアの米輸

出国の多くが輸出力を失ってしまった原因は国に

よってま九とちであるか， F、通の原因としてt土，

人口増加と）i/r得水準のl外；二起因するほ内消費の

増加， 内乱ないし政情・治安の不良などをあげる

ことができるc ひとり健在であったタイも，国内

消費の削力IJと適地枯渇によって輸出は頭打t，の状

態になりつつあった。輸出［ムi側がこう L寸状態に

あった反面，輸入国側では，戦争中以来米の国内

自給自足政策瓜強力に推し進められてきたが，こ

れが米山輸入必、要量を減少せしめるか， ふるいは

それの増加を抑える効果を持った。そのうえ，外

貨不足のため米輸入の制限や輸入食糧の米から小

表への転換も行なわれるようになった。

さきにかかげた第2, 第3および第4表iこもど

って，上記の事i吉を量的に確かめてみる。

アジア（極東）のモミ生産量は戦前（1934～38年平

均）には 1億4370万トンであったが，戦後（1958～

山午、i’均） 1こは三億18幼万トン ctifi苫(7)50%増〉に増

加し／こ。国J.l!Jのシェアtこはほとんど変化がたく，

中国，インド・パキスタンがとびぬけて大きく，

口本ぷこれに続いている。しかし，世界の総生産

誌にサする割川土戦前の 95%から i議後は93~心に低

下し，非アジアおよび近東地域の進出を許してい

る（第2表参照）。

｛也Jci，アジアのti'i米輸出量i士電戦怖の8947Jトン

か.－，i除後は47:1万トン（前者の53%)1こ激減し‘し

かも世界総輸出量に対する割合はかつての 93%と

いう圧倒的なものから 73%に低下してしまって，

雪［/Ii：υ〉場合以七二非アジアおよび、近東地域の進出

を斤している（者｝ 3夫参照〉。輸出回りIJのシェγは，

ピルマが戦前の地位を維持し， タイが著しく地位

を高めた反面，インドシナの凋落がけだっ。朝鮮と

台湾はほとんどシコアを失ってしまった。 インド

シナ半島諸国は輸出の絶対量を激減（戦前の57%)

しながらその相対地位はそれほど低下していない

れ託行U込ら50%へ〉υ またかつてのインドシナト二代わ

って中国が大きく進出し， 100万トン以上を輸出し

て世界総輸出量の17%を占めるようになった。

モミ生産量を歩留り 65%として精米に換算し，

米生産量に対；る米輸出量の割合を主要輸出諸国

およびアジア， 世界について計算すーると第5表の

ようになる。この割合は主要生産諸国にっし、ても，

アゾアについても， また世界全体としても著しく

低下してしまってし、る。インドシナ半島諸国はか

つて生産量の50%を輸出していたが， 1960年前後

では 19%がようやくである。なかでもインドシナ

II 
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の低下が目だっ。アジア全体では9.8%から4.3%

に低干し， tit界全体でも 9.8%から4.3%に落ちて

し土〆》た。 ヰミit戦後は国際商品と Lての性絡を7著

しく希薄にしてしまったのである。このなかにあ

って、非アノアおよび近東地域の輸出比率がl,t% 

から 16.4%に高まったことが注目される。

アジアの米首%における地位Ii1qj,J/i1面iまかりで

なく輸入面においても大きく低下しに。輸入山絶

対量は683万トンから374万トン（前者の55%）に激

減い世界総輸入量に対する割合は，いって ，，！ ) 7:¥ヲも

から 60%に落あてしまった。国別ではインド・パ

キ？， '7ンと EI本νりシェア史失が大 'cv、。自1if；は

2:-1%から12%に，後者は 19%から 4%に低下して

し士一｝た。 L 九九ん日本；）輸入減少i土朝鮮，台湾

からりそれで、 亡の他し）llll域かん行，1(ij入はWl!Jilし

た。中国は寸‘でに言及したように純輸出国に転換

してしまっT二り

(3) アジアの米輸出に代わる非アジア産小麦お

よび米0! jfu LJ¥ 

戦後，世界の米輸出か激減したのftさきiι挙げ

たら項目にわたる原因によるが， ここで注目しな

ければならt仁L、ことは、 これらめj以内はい・f,j Lも

米の需要そのものの減少は示唆してレないことで

第5表世界：＇＼＇ kl而・戦i長の次生産にけする輸出の川合
（%） 

国および｝也域 11制～
与￥ ど

ピ ノレ マ
タ イ｜
インドシナ
（イン！？シナ半品諸国計）
朝鮮（韓国）
台 湾
中国

アジア（同東）計
非アジア・辺東計
世界総計

67.8 
49.0 
31.3 
(49.9) 
48.2 
63.3 

9.6 
14.0 
9.8 

J 

(/li乃r) 第2友および第：i友より算出コ

12 

1958～6:C:{j.:. 
平均

35.9 
24.6 
5.4 
(1宮 1)
0.8 
6.2 
2.1 

:;:, 
16.4 
4.3 

ある。食櫨一般に対する需要はもちろんのこと，

米に対する需要も旺盛でありながら， アジアの米

の輸出は減少してきたのである。 したがって，そ

こには充足されない膨大な米需要が残される結果

となったが、 この上うな米輸入諸国における需給

のギャップを埋めたものは，（1）増産された自国産

米‘（2)f¥:：存食糧としての先進諸国産の小麦，およ

びi3）非アジア〈主としてアメリカなどの先進諸国〉お

よび近東地域産の米であった。このうち特に小麦

の進出が大きかった。

アジアの米市場への小麦の代替食撞としての進

出ぷいかに大きかJpたがは第6表が端的に示して

炉る。す／（わちアシア（極東）の小麦および小麦粉

（小変換算〉の輸入量が，戦前（1934～38年〕に米輸

入量の4分の uこすぎなかったが， 1960年には3

倍， 1966年には 5倍に増加している。小麦の世界

総崎入量t二占めるアジア（極東）の割合も戦前には

10%であったのが19GO年には；31%, 1966年には

41%にはね上がり， いまや小麦の最大の輸出市場

にほってし、る。

世界の米市場への非アジア産米の進出を象徴的

に示すもじ〉は，新興輸出国アメリカの躍進である

が司 これは追って取り上げる。ここでは既出の第

第6表 アジア（極東j：米および小麦の輸入量

I • 1Mの小麦
年 次｜米 (a) I小麦（同 I(b)/(a) I世界総輸

I ! ｜人に占め
I る割合

1934～38年 i /1000¥I /1000¥ 平高I6,s3o＼トン）I1, 775lトン）0.26倍｜ 10% 
1960年 13,929 II 111,770 II 13.0 "I 3111 
目的年 げ，228 グ 121,649 " 1s.1 ''I 41" 
（出育庁〉 FAO, Trade Yearboo是， 1957.一一一， Rice
Report, 1967.一一一， World Grain Statistics, 
1966/67. 

〔注〉 ！］、変は小麦換算小麦粉を含む。小麦のおもな

輸入国はインド，中国，日本で，1966/67年の輸入

量はそれぞれ750万トン， 512万トン，426万トンで

あった。



1969110015.TIF

三，~； 3 および~4 去にもど. ）て，世界の米のや

産お上び貿易にお：7る非アジア（その主）JI土先進地

域〕および近東地域のJ創立を確かめておくりこの

l也域iま戦11自f1931～38今〉；士世界の米総生産量の

5.2＇.＇人を山めらに寸ぎなかったボ，戦後 (1958～62

年〕（土は7.2%を占めるに盗った。との地域の米輸

出量；土同じ期間に世界総計の 7.4%から 27.ら%に

；閉まり，絶対量では 71万トンから 180万トンに箸

増した。しかしながら中国を除くアジア（極東）地

域の1958-62年当時の米の純輸入盤は 12万トンに

すぎず，その一部は中国産米によってみた在れた

ものであるから，非アジア産米のアジアの米不足

緩和効果はパランスとしてはごくわずかで， 小麦

との比較では全く問題にならない。

(4) 国際米価の雨水準

最後に， l笥際米価が戦前に比し絶対的にも相対

的にも著しく両騰していることを戦後の世界の米

穀経済の重要特色のーっとして挙i「ておかなけれ

ばならない。

戦後における世界の米輸出山減少は米の＇~；＇；要が

減退したえめではなく， 主としてアジアの伝統的

米輸出諸国の輸出力か激減したためであるから，

戦後円米：／）国；1準価1各t土当抗戦前より高くなってし、

ると考えられる。ま7乙国際市場における米のこ

の不足分は主として先進諸国産のfト麦が埋めたの

であるから，戦後のllil際市場仁おけるノj、麦に対す

る米のキtl)'.J価格は，戦前よりも高：なってし、るは

子である。 Fト麦が援.D}J条件で輸出される場合はも

r，ろん， ,J、交の斗（iこ代替するという関係にある以

上， ｜守l業的条件で輸出される場合にもそう？なけ

れば iならなU、 要 1るに，戦｛をの世界の食糧市場

において，米；ま割高た食糧になっていると推論さ

れるのであるが， この点は次にかかげる若干の資

料によって確認することができる。

第7表は 19[0年代以後の世界の米輸出量と米輸

出価栴の推移を示したものであるが，古い時代は

別として， 1930年代と比較すると，戦後は輸出量

が減少し， しかもそれに見合って輸出価格が高騰

していることが一目瞭然である。特に， 1953年ま

での食糧不足時代の価格は戦前の 1930年代の水準

の3～4倍に遺していた。 1960年前後の食糧過剰

時代においても， ド、ルの減価を無視すれば大不況

前の 1920代の水準に近い線を維持していたのであ

る。なお， 1960年代にはいって国際米価は再び総

勢に転ずる。

第8表は 19世紀後半以降最近い至るまでのほぼ

第7表世界J米輸出盤および輸出価格の推移

I －輪i_J泊十五回 路
トン当fこ｜

数｜りUSド｜指数
' Jレ価格 ！ 

100 I 71 I 1加
144 I HO I 155 
165 I 34 I 48 
83 , 124 I 175 
106 I 117 I 165 
133 101 I 142 

｜輸出
時j ll耳！
および 1実 数！出
年次 i(1000トン）＇問

1911~ 1:~ 
1924～28 
1934～38 
1950 
1955 
196(〕

5,071 
7,279 
8,378 
4,2,10 
5,400 
6,7r,:i 
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Ⅴ　米穀経済の再々編成へ
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1世紀周の米と小友ならび仁米と小麦粉円価格比

の推移を示したも川？ある（ただし，；t~1)iHt イギリ

スの卸売価格比，戦後は世界輸入平均単価の比率を示

し正確には連続しでU、ない〉。この全期間を通じて‘

小麦の相対価格は一貫して低下してきた。遠い過

去のことは！川として，戦前の 19:lO年代と戦後とを

比較すると，戦前i二小麦価格:t米価σ）8百：！ほどで

Cit 1 ) ｝乏谷Iii，：！；彦i壬？訣へ＇F，’Bよ4：の二ず《，＇）文届紋を宅 J、JI！｛さ

~ I ；ふ： L、f’lf'j量主，，，，「〕？！：史』（な11l次〉， I、；7品，； .総J命；l：』

補論ニ「世界乃米の需給構造の変動」（1956年） o 「米の

i石11,!,';t)'g，」（J;'.'H、イ＜i&業＇） 2「j'！向上会，／， Tilt界グy十4,11,

19(i0イI）。

V ヰ（：故経済の再々制lj児へ

あったのが，戦後は 6割に溶ちてし、る。また，小 1950年代半ばに再編戒を完了した戦後の世界の

麦粉価絡tt米価のl15°らであったのが，戦陶土78出 米需給・流通体制は，その後ほぽ 10年間安定的に

に落ちてしまっている。 推移・拡大してきたが， 1960年代半ば以後再々編

アジアの！］由市［誌である香港企マラヤ・シンガ 成へn動きを－ぷすようtこなずPた。 この動きはイン

ボールμついて，同様に戦前と戦後の米と小麦粉 ドが 1965，前年の両年にわたる連続大凶作から立

の価格を比較してみると，第9表のように，同じ ち11¥iシ》た 1967年以後特に人目を引くようになって

傾向がみら九る。寸なわち，タ｜く.v＇）輸入fiITij名は戦前 いる｝世界の米穀経済におけるこυ、Ii主新の1f)1きの
の3.5～4倍に騰貴したのに対して小麦粉のそれ 内容は要約すれば次のようなことである。

；土2.3～＇.＇ If斉の勝民にとど土》ごいる （! 1、麦粉の十II (1) アジアの伝統的米輸出諸国の輸出力の継続

対価格の低下）o k記の価格はいずれも商業輸入価 的減退

格である一食糧援日力；てよるJ場合の輸入｛ilfi協がさじ すでに前節で述べたよろに， アデアの伝統的米

に低いこと；tいう土むもなi 】 輸出諸国の米輸Iil力はタイを除いて戦前に比し激

戦後における世界の米市場への大規模な小去の 減したが，それでもタイが比較的好調であり，ビ

進出， 米輸入諸国における－米消費の相対的減少い ルマかどうにJウ・戦前の半ばほどの輪出水準を維持

以上のような米麦の国際価格を背景として進行し してきたので， 1965年までは新しい戦後の世界の

たのである。 米需給・流通体制はどうにか支えムれてきた。し

第P褒香港およびマラヤ・シンガポール：米および小

変紛輸入価怖の戦前・戦後比較

時 期 l香苧1~;;;.:_;;: 
米 l'J、麦粉米 J,J、麦f,J

価格（1914～38

（』日tり）し957-59
119:14～：38 

指数｛

（出所JIλ0, The lVorld Hi,,. l~rom川、·， Vol. 
II, 1963, p. 66. 

14 

かし19而年以役はタイの輸出が振わなくなり，翌

1967年にはピノレマの輸出が 100万トンを割るに至

って、 アジアの米輸出力の減退は決定的とたずタた

かの観があり，体制の再々編成もまた必至となっ

たカ・に思われる。第10表はこの間の件国の斡Iiiの

推移さとかいつまんで示している。

(2) アジアの米輸入諸国における米作の発展左

1'1給率の1t,1L 

了ジアの米輸入諸国は戦中・戦後の食糧不足時

代以来熱心に米L叶司内自給政策を進めてきたか，

1%0年代にはいってから，国によっては同年代後
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第10表世界：国および地Jj,t1}IJ、i＇.：九：Ht'.1955～68年）

( Iドf.'t:.f石川000トン）

iT］および地域 lリs;iq-.一山崎年I1湖年
ピ ノレ 7 1,639 
7 イ 1,233 1,851 1,022 
カ ン ,tミ 、J ア 25 469 247 

緯A中口品 国湾 19 
170 70 

国 649 739 

「ノア（極棄）言II 4叶i叫 1叩JI ~，，ジア・近 言！ トが1 2,607 3,281 
"1 七アメリカ fill 1、549 1,901 

!II 界 総 日、三］（） 7,5291 5，側

〔出所〕 1955年はFAO，’FheiVor{d Rice Economy 
in Figures, 1909～1963, 1965, 1965年は ， 
Rice Report, 1.967. 19開年は一一， ll1onthlyBul-
letin r~f clgri，可ulturalEconomics and Statis-
tics, July/August 1968. 

Ci：主〉 1968年の輸出には中国の輸出を合まない。

'I'二日、役、 その成果がI.J・'' ，，ごみえlEじめた。米輸

人訪日｜におけるこのような米日山花阪が各国の米

/ I If］内自給度を高め， 主た輸入居ーパ浅少または停

滞をもたらしたことはいうまでもない。 これらの

間々の米作が今後どのような発展を示し， これが

米輸入にどのような影響を及ぼすかは， のちに言

及するいわゆる GreenRevolutionをいかに評価

ーiる必にかかっており 払慨に：1＇，、え f辻、が，今後

（／）訂給・流通体制の再＇r編成を fJi': ; e立要要因の－

J〕であることは確かである。

沼11友（上半部〉にはアジ f，｝） 上土産米輸入諸国

の1955年以後の米輸入量の推移をかかげたが，い

ずれの国も1960年代前半か後半にはいってからか

なり顕著に輸入を減じている。もちろん句輸入械

のは小麦の代替輸入， 消費節約ic,I:'・によっても生

じるから， それを国内生亭山tf~加のみによると一

日riげJに判断するわけにはL、かたL、が守最近におけ

弓輸入減少の最も有力!cl尽［I-Ji土， lfi内生産の増加

であるとみて間違いないであろう。

(3) 非アジア地域の米輸出諸国、 とりわけアメ

リカなど先進諸国の米輸出の増加l

目的年代半ば以後非アジアおよび近東地域産米

の顕τ許な進出のあったことにもすでに言及した

が， 1960年代後半にはいると進出はますます急速

となった。第10表にみられるように，非アジアお

よび近東地域からの輸出量は 1955年に 128万トン

であったが， 1965年には 2607iトンを趨え， 1968

ifにはどパ万トンl二達した。この年には中国産米

n,1命ILlを合計しでも非アジアおよび近東産米の輸

出lit，；）ほうがアジア産米のそれを優に Lfc1Jったと

考えられる。

非アジア産米の進出を象徴的に示しているもの

は新興輸出国アメリカの躍進である。この国は

1960年代前半に中国を追い抜いて世界第3位の輸

/Lil五iとi;.Jていたが， 1965年にはどルマを抜いて

第2位 .1::l（り‘さらに 1968年にはつL、にタイをも

Jかいて lit 外~Ilf立に躍り出たのである。年［司輸出

足以三（）（｝万人ンiこ迫りつつある（ただし長大の輸出先

は南ベトナムで最近では70万トン前後を輸出している〕。

鰯11表世界：国および地域別米輸入（1955～68年）

（単位：精米l開0トン）

町J.J: ぴ地域 i;;5吋19向日正山i…年1~68
f ンドI2931 11s! 5121 7861必6
キスタン i → 32:-Jj 2:U I :191 
ll 本 Il,24倒 175: 222[ 794J 271 
γ ラヤ・シンガ、ポール1 548' f>74: 日付 5511 
七 ｛ ，，ン I 3851 528: 403! :cilOI 370 
f ンド宇シア 1211 %2: 1 , 0101 2631 
フィリピン 1 64: -I 256/ 10町一
アジア（極東）計 j 3,2591 3,9291 4,033[ 4,2281 

ヨー口ッバ I 7501 1,0501 315: 8991 581 
近東I 1611 3411 3841 3481 
？フリカ I 3601 520 5621 67 41 
ラテン・アメリカ｜ 233 354 3311 428] 

;Jf＇アジア・近東計 I2,os1I 2,sn 2、お，！ 立.ti:d
Iii：界総計I5,310 6,soo: 6,390: 6,8611 

(/1¥1,i) 1%0年までは FAO、The'World Rice 
J<>ono11り’ iπ Figures,1.909～1963, 1%5. 1966年

.'I:では一一， RiceReport, 1.967. 1968年は一一，
l¥fonthly nulletin of ilgricultu,・al Economics 

and Statistics, July/ August 1969. 

Iラ
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なお， 戦前から現｛Eにでるまでの米円卓：要検出国

(!J )I国1立を筒tドにノIミ？と沙：のようになるし

'.[) ・・21 11 じむ

1川 i～；:l付年

じ Yレスア ケ

i'.);i日ビルマケ

イインドL寸朝 鮮

イ中 iオ FJリカ

1965マ イアバリカピ，t -,, 1p LE.! 

J'.lfi8アメ II ＿，，タ イ

東地域の｜玉l仔の間の貿易が主流をなすに烹＇）たこ

とは；i'J:1見ミしない（現在の支配fぬな形はアジアの輸出諸

国がJドアジアおよび在京地域に輸出L，アジアの総入諸

国の米＋J止をアメリカ，オーストラリアなどの先iffi地域

の鴎問諸！tlがir.tlたすという形である入しかしながらこ

れらの問勺のIll！の米貿易は現在，傾向として着実

に伸びつつある。このj接合貿易の方向としては先

進地域内の貿易（たとえばイ守リア産米のEE仁その他

(4) 非アジア地域， とりわけ｛）1;開発地域におけ ヨー 11ソパ諸問への輪/t：），低開発地域から先進地域

6:',f~ ；白 ＇／＇i: (!j ±自力II J～＇）弘主出（たとえばエジア方ト産米の＊欧諸国への輸出入

戦後i上Jドアジアおよびjfi:京地域の l入、りたり米 お主ぴ先進地域か人低開発地域への輸出（たとえば

消資がはどんどの［ilをi亘じて土台IJilL ＇＞＇）わる。 二 アバリ力時米のq，南米諸国への輸出）のような形があ

れは米jを庁 l人労たり消費、ηt('j/Jll1ソィ、う上りはむ と：， ＇このなかぞ将来性が 'f;'jに注目されるのは，第

しろ米食が3速に持及しつつあることを（;tnまする :1内先進地域から低開発地域に向かう米貿弘の流

ょうであるんにかでも＿，lf:Jlf，アフワカ，ラテン・ ilである。

アメリカのよ 'itr｛.［開発j也域における米fをの普及

が著しい j これは（！＼開発地域（／）住民にと て，米 ilt 'N－の米穀経済におし、て‘最近とみに顕在化し

は根菜食糧， 知事え 卜1'1 ←EロコシなどにけLては つつある l:11己のし、くつかの動きが，現在それノの／lj今

もちんん、 小麦に年rt ても促等財であること~－Jミ 々編｝J完全必至のものとしつつあると考えられるの

している .t.－）に思:J，れる o JI：アジ T _;-; tび近東地 であるが， この再々編成の行き着く先はなんであ

j戒における二／）上うたう特定：ハ急速な計一及は、 今｛を ろうか。それは、一rlに表現すれば，凶内で生産

の IB~ 界の米＇，,I~拾・流通体fj\lJ を左右；一心吊；要＇~［売しり しLEI11'1で消費rするものとしては，米は依然として

一つどなるとちーえ人れる。 こjL L町バノ地上必二おける ア＞ T山市i'，占であるが， 国際商品としてはもはや

米食普及川連ICU士、国内でよ〉米生産ヅ）市加速度を アジアのものではなくなる，ということであろう。

大きくと［，Q' :::-i、るので，こjL (, 0 > Jむ域内米輸入 このようなi吐界ぴ）米穀経済の再々編成を必然｛ヒ

量 (I也ll'tl人l芥凶の輸入Ji¥:Cl) （「，；［） i 工、訂ii支ぜこ示した し亡し‘るそもそもの要回，すなわちさきに列挙し

ようにiu:平）I'ii：；なきれ、で増加しつ J } !hみじ たし、く＇）かの長ぬきの背後にあるものは，要約す

(5) }fアンア地域J〕米輸出諸国．米輸入諸国を れば，（1）輸入諸国を中心にみられるアジアの米作

中心と｜る米貿易小増加！ の発展，（2）先進諸国における米作の発展，および

」｜ア乙アおよび近東地域の輸出が用｝JIIL , 同じ (3JJI：アふアおよび近東地域（なかんずく低開発地域）

地域山輸入が明りIIしてL、るため， これら／）l也J1妃I) tこvむける米食わ普及の三って、ある。 ここではこれ

輸出諸国、 輸入諸l1:Jを中心とする米貿易が，しど らと〉の要因のう h，特にアジアにおける最近の

ヤにア乙ア諸国を中心と寸る米貿易にと vγぐか 米／1三ぴ〉発肢の特色に百及して結びとしよう。

わりつつある。 これは必ずしも非アジアおよび近
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アジアにおける戦後の米作の発展は目的年代に

はいー〉てから顕在化L、同年代後半以後‘特に険界

的に注円を浴びるにヨそっているが‘これを 19世紀

後半以降 EJ:¥O年代主でがc'，、た戦前の米作発展と比

較すると，二4げ l,t，＼で役背と大きく！日直してし、る。

第 1i二、米作発展（！）進行してし、る場所が大きく違

う。そして， 第コ I二，裕尽のノ； '7ーンカ江主って 1，、

去）0 

戦前における米｛＼ーの発肢は，日本金例外どして，

t,ぺf九米輸出品［J，］に士山、てみられたし これにけ

して戦後，／）米日日ノワ発／JJをは， 戦前からの継続としと

早くから発肢を干lf[l日した日本τ 台湾（との国はもは

や米輸山国のなかに数える必要はない）を ι;'l;めて，

もっぱら米ないし食糧の輸入諸国を舞介に生じて

し、る。 この発flミ場所(7),lllj主は，戦後山米fi1ieMの

たきな特色どしては玄寸ζ民初に注n~るべきも山
てから」二 1：；二 ／け灸，j）世界JJ米安＇titI斉ハあ i）ゾj

を大きく左右する品j庄のL、わゆみ（;reen Rcvolu-

tillll I J ＇が日本；， f，湾以外／／〉アシ7';,
入諸目（7 1 1）ヒ。ン司 7 レ，一Jノア，セ f口；＇， fンド，

ノ〈キスノZLなど）をおもな舞台としてL、る事情に注

ll寸－＜きでふる。

つぎに， ＇＼引を山米作発展は発展山場 1Jrを呉にし

ているばか；）でなく， 発展J）パケーンをも呉にL

ている；f, この点きと戦前との対比i二.:lo＇，、て明らカ‘

にしておこう。

ま寸三第 1；二， 米輸出諸国を舞台とした戦前の発

展は， わし江べて植民地的壊i克下山他律的発展で

あぺたが‘ 米輸入諸国そ舞台とする戦後の発肢は

どうよ見定さるへきであんうかむ この／ょに／ル、てl士

山律性をほどん，J:'lii友Lたかiこみえるか昨（こ川崎

は食同車出入国むはあるが米輸入国では心vつを除いて、

との｜司i，他ilt(11,J発展か「， ti flt11'J 発 lp~ －， v ） 修行男iに

あり，他flt.臼ti！混frt111c7〕発展を示Lていると考

えるべきであろう。今回の発展は，人口増加と所

得水準の上昇によって惹起された国内食糧需要の

増加をそもそもの促進要因とし， 発展のヱネルご干、

ーは主としてこのような需要を充足しなければな

らないとし、う国民的必要， あるいは為政者の切望

に発していると考えられるから， この意味で自律

十！？の資格はそなえている。しかしながら，発展担当

者および発展手段とりわけ後者のなかに外来要素

が非常に強く、 この点では他律性を一般認せざるを

えない。発展のおもな担当者は政府およびその下

部機構． および一部の啓蒙された農民または地主

であるが，先進諸国からの援助機関や一部の企業

もかなり強力に参加してし、る。発展の手段の最大

のものはi日収（部品種を要として結集された近代

的生業技術であるが， これはほとんど外来のもの

であゐ（介汚のみは近代的技術が国内にすでに定：f.'Lて

いる〕t 主たこの近代的技術の導入に必要な資本

（イ＞ 7ラストヲクチュアの建，，＇,tをも合めて）の調達に

おし、ても[J:.l外からの援助に依存する程度が高い。

第2に，戦前における発展の目指した方向が朝

鮮，台湾の場合には主として内延的方向，インド

シナ半品諸国の場台にはもっぱら外延的方向であ

ったがラ戦後の発展においてはどうであるか。台

湾における発肢が戦前以上に内廷的となったこと

はいうまでもなし、が宅 問題はそのほかの米輸入諸

国の場合である。一般的にu、って，これらの米輸

入諸ll~はインドシナ半島諸国よりは人il楓密であ

り，全た今日の発民が只eedFertilizer Revolution 

とも初、せられてレる工うに，優良，＼＇／，種や肥料・農

薬等の投入によって， 単位面積当たり収量を高め

ることを主視してヤるから，発展は内延的方向を

主として ~Hf/してレるといってよし、であろう。

第3に，戦記！の発展は朝鮮，台湾の場合は持続

性への傾斜を示し， インドシナ半島諸屈の場合は
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1 I司限 f）的'i')：：格が強か JP たがー戦後（＇〕発肢の tJt，台

はどらであんろかれ これは基本11(Jには近代的民主

技術力Aアジアの米輸入諸国に定着Lうるか否かの

判断にか右υ てし、るコ現在の段階ではち先進諸p.j

かハロ）技術および白本援助が継続するかぎり持続

性をNrっと汚えてお＜ （台（i'Jのみは例外て三点〉る＼，

最後；二， 今［:r]vJ米f1'発肢のパケ－＞をより完全

にとらえるためには，戦前の発展J,Jt;f「には必す

しも必要とし ！J.；ト lた箔 1；りバルケ 1 ーらを迫力！I

する必要のあることを指摘しておきたし F それは

発展のためγ〕主要戦略を Mにオくめているかど！ィ、う

ことである f (!ftii'tワ；二ヤ J J て司ノj'!:r[ (I）発院が主要戦略

としごi~ んう＇.＇る t. れは， 1t':ill立171,NiJ士妥としと

J;t二＇三れた ilj:代JドJ）；三＇t技術を伝統的t::';;1.' （／）なかに

手；二投入して，~f「両院を絶、， それを：を民：！）軌道；二

乗せ石二＼、ヶ ｝－7)f1,/' rとうである～すた 11I, !C'clrno 

！ののれ11bre:,kthrnu日h をね九うJ支i+ir日J'Yln-f  

(¥J1;E1';'J rヲf口一千や人r'l'J'gI凶かfび，・，・ /011 - f・iこ；すす

ろものとしとの）力h 立要：ip~！併をな L てし、ると ~￥~ され

るのである I 2 し 二ぴ｝官晃｛，：

発j長J〕JI/)(t；こは ii役略立今；i＆：土i工えf、i士！二三しか｝た i上

う；：思；！，hる { > ド／十、ド品諸［T.i、1）！，号（，に；土‘

強いごレえif‘ 米、＇）生産力、九貿易にす：る主で ρ 産

業組織の｛在ι1::si, t；.戦略であったれ惇Jf~＇f:, f,湾

のJ.¥&frには‘ 市I]fl;[(l1J・物i'tワイン 7 ラてトヲケヂコ

アと j）工1\r(1t~1.，： ~ir1:i をかにり強権i'l'Jiこ待作f(1・ ／；，と

む、う柁合的ij九時，！）， J二「，）， 1、 特；二主 •,i;i戦略と ;f;J；セ c,
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